
り
続
い
て
次
期
部
長
林
雅

彦
さ
ん
よ
り
平
成
元
年
度

新
役
員
承
認
・
平
成
元
年

度
事
業
計
画
案
を
、
又
山

本
早
実
さ
ん
よ
り
平
成
元

年
度
予
算
案
を
発
表
し
、

そ
れ
ぞ
れ
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
県
板
青
年
部
技
能

競
技
大
会
入
賞
者
表
彰
に

(1)平成元年５月１５日 板 第２２８号

板金工業組寺
～

１
１
，
１

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
は
、
平
成
元
年
４

月
９
日
日
愛
知
県
産
業
貿

Ｉ
易
会
館
西
館
９
Ｆ
第
一
会

議
室
に
お
い
て
、
午
前
ｎ

時
よ
り
第
ｎ
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
初
め
に
野
田
和
彦

部
長
よ
り
平
素
は
我
々
青

年
部
に
対
し
多
大
な
る
御

支
援
・
御
指
導
を
賜
わ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
『
青
年
部
員
で
あ

る
こ
と
の
認
識
を
持
ち
積

極
的
に
行
動
せ
よ
』
と
、

又
次
期
部
長
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
青
年
部
員
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

来
賓
に
は
、
平
野
弘
理
事

長
・
山
本
清
常
務
理
事
・

早
川
孟
夫
専
務
理
事
が
出

席
さ
れ
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
又
議
長
に
は
高

柳
三
郎
さ
ん
が
選
出
さ
れ

議
案
審
議
に
は
い
り
ま
し

た
。野
田
和
彦
部
長
よ
り
昭
和

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

、
Ⅱ
Ｖ
日
Ｂ
Ｕ
Ａ
Ⅲ
Ｕ
１
Ｆ
Ｕ
Ａ
Ｉ
Ｙ
６
■
Ｕ
Ａ
ｍ
Ｖ
Ａ
展
▼
八
Ⅲ
ｖ
凸
目
可
八
Ⅲ
ｖ
凸
佃
Ｕ
Ｒ
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｕ
ｑ
リ
ロ
ニ
、
Ｊ
Ｉ
Ｆ

－Ｌ

青
年
織
部

伯
周
年
記
念
式
典
開
催

タ
ン
ト
）
に
『
釦
世
紀
に
お

け
る
飛
朔
』
Ｉ
板
金
業
界

の
新
た
な
活
路
と
若
手
経

営
者
の
経
営
意
識
変
革
ｌ

と
い
う
演
題
で
１
時
間
鋤

分
に
わ
た
り
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
会
の
辞
に

移
り
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
青
年
部
ｎ
周
年
記
念
式

典
を
終
了
し
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
午

後
４
時
よ
り
２
Ｆ
の
『
レ

ス
ト
ラ
ン
・
モ
ン
壱
フ
ラ
ン
』

に
て
行
わ
れ
、
高
橋
銀
吾

さ
ん
の
開
演
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
来
賓
挨
拶
に
は
参

議
院
議
員
・
三
治
重
信
氏

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

又
、
常
務
理
事
・
青
年
部

担
当
の
山
本
清
氏
よ
り
乾

杯
の
音
頭
の
も
と
に
皆
様

に
は
ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で

い
た
だ
い
た
。

し
ば
ら
く
観
覧
し
た
あ
と

高
柳
一
男
さ
ん
よ
り
万
歳

三
唱
が
あ
り
２
時
間
足
ら

ず
で
閉
会
と
な
っ
た
。

こ
の
ｎ
周
年
記
念
式
典

に
当
り
、
関
係
各
位
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

挨拶する野田青年部長

愛知県

“
年
度
事
業
報
告
、
岩
井

金
夫
さ
ん
よ
り
昭
和
“
年

度
会
計
報
告
、
水
野
正
一

さ
ん
よ
り
監
査
報
告
が
あ

は
い
り
、
最
優
秀
賞
に
は

神
谷
聡
さ
ん
（
知
多
）
、

優
秀
賞
に
は
神
谷
定
幸
さ

ん
（
碧
南
）
、
山
内
政
明

さ
ん
（
知
多
）
ら
が
表
彰

さ
れ
あ
と
の
Ⅲ
名
の
方
々

に
は
努
力
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
尚
神
谷
聡
さ
ん
は

全
板
青
年
部
・
全
国
技
能

競
技
会
に
お
い
て
見
事
優

勝
さ
れ
愛
板
青
年
部
の
名

声
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
退
任
役
員
６
名

の
方
々
に
林
雅
彦
部
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

午
前
中
の
総
会
も
無
事
閉

会
と
な
り
午
後
か
ら
の
ｎ

周
年
の
準
備
に
と
り
か
か

様
の
御
指
導
御
鞭
捷
を
お

願
い
し
た
い
と
挨
拶
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
は
、
衆
議
院

議
員
・
片
岡
武
司
氏
、
愛

知
県
商
工
部
工
業
振
興
課

長
・
浅
谷
守
氏
、
全
板
理

事
長
・
若
林
忠
夫
氏
、
全

板
青
年
部
部
長
・
平
野
光

男
氏
、
愛
板
理
事
長
・
平

野
弘
氏
の
方
々
に
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
歴
代
部
長
の
高

柳
一
男
さ
ん
、
鈴
木
準
一

さ
ん
、
高
橋
銀
吾
さ
ん
、

の
３
名
に
平
野
理
事
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

講
演
に
お
い
て
は
、
本
野

省
三
氏
（
経
営
コ
ン
サ
ル

っ
た
。愛
知
県
板
金
工
業
組
合

青
年
部
ｎ
周
年
記
念
式
典

は
午
後
１
時
よ
り
同
じ
会

場
で
開
催
さ
れ
た
。
・

初
め
に
『
部
旗
』
入
場

に
は
我
々
青
年
部
一
同
気

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し

た
。
林
雅
彦
部
長
の
挨
拶

で
は
、
加
周
年
を
迎
え
親

組
合
・
地
域
関
係
各
位
の

皆
様
に
は
御
支
援
御
指
導

を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
青
年
部
活
動
に
は

親
組
合
の
連
携
の
も
と
に

我
々
の
業
界
の
発
展
に
尽

し
ま
す
の
で
今
後
一
層
皆

愛

挨拶する平野理事長



剛
年
以
上
の
歴
史
の
重
み

愛 板 平成元年５月１５日（２）

夜
明
け
た
型
日
朝
、

３
月
記
日
朝
、
総
会
旅

行
に
出
発
し
た
一
行
は
、

名
神
・
中
国
高
速
道
路
を

院
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
、
一
路
西
へ
と
向
い

ま
し
た
。

車
中
に
お
い
て
総
会
を

行
な
い
、
昭
和
田
年
度
の

会
計
報
告
の
後
、
平
成
元

年
度
支
部
長
選
出
に
お
い

て
は
、
柴
田
人
史
氏
の
留

任
を
決
定
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

出
た
バ
ス
は
、
途
中
津
山

市
内
に
鎮
座
ま
し
ま
す
作

楽
神
社
を
参
拝
し
、
国
道

加
号
線
を
北
上
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
岡
山
県
側
に

お
い
て
は
吉
井
川
添
い
に

ひ
た
走
り
、
途
中
車
窓
か

ら
は
大
釣
・
奥
津
・
上
斎

原
の
温
泉
風
景
を
な
が
め

な
が
ら
人
形
峠
に
至
り
ま

す
。
峠
を
越
え
て
鳥
取
県

に
入
る
と
、
国
道
の
脇
を

天
神
川
が
日
本
海
へ
と
流

れ
て
い
ま
す
。
人
形
峠
は

古
く
は
鉄
を
産
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
釦
年
に

我
国
で
最
初
に
ウ
ラ
ン
鉱

が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
、

全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
山
地
を
越
え
て
走

界
一
の
ラ
ジ
ウ
ム
含
有
量

【
支
部
だ
よ
り
》

三
朝
温
泉

み
な
ら
ず
多
く
の
湯
治
客

し
て
、
前
日
に
打
ち
合
せ

て
あ
っ
た
豆
腐
の
田
楽
．

そ
れ
と
焼
肉
用
の
炭
火
の

準
備
を
始
め
、
豆
腐
の
串

刺
し
が
出
来
、
哩
時
頃
か

ら
田
楽
を
焼
き
始
め
る
と

肉
を
焼
く
人
も
一
人
、
二

人
と
集
ま
り
出
し
ビ
ー

ル
を
飲
む
者
、
酒
を
飲
む

者
も
い
る
。

カ
ラ
オ
ケ
の
パ
ッ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
る
中
、

会
話
も
は
ず
む
。

時
折
り
花
び
ら
が
ひ
ら

ひ
ら
と
落
ち
る
様
は
風
情

が
あ
る
。

し
か
し
参
加
者
は
予
想
よ

り
少
く
、
家
族
連
れ
の
組

合
員
は
３
組
だ
け
。
全
員

で
も
〃
名
と
少
し
淋
し
い

気
も
し
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
企
画

は
な
か
／
、
む
つ
か
し
い
。

花
の
咲
く
時
節
が
年
に
よ

っ
て
変
る
の
で
、
日
を
定

め
る
こ
と
が
む
つ
か
し
か

っ
た
。し
か
し
今
日
は
最
高
の

お
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
役

員
一
同
喜
ん
で
お
世
話
が

出
来
ま
し
た
。
江
南
今
井

旅
日
記
卿

三
朝
温
泉
は
、
三
方
を
山

分
、
三
朝
温
泉
に
着
き
、

の
響
き
に
包
ま
れ
て
、
世

れ
を
落
し
楽
し
い
三
朝
の

に
囲
ま
れ
三
朝
川
の
清
流

っ
た
バ
ス
は
午
後
４
時
釦

一
夜
を
過
し
ま
し
た
。

同
温
泉
の
湯
に
旅
の
疲

津
島
支
部

と花

安
来
駅
よ
り
加
分
位
の
所

安
来
市
へ
と
向
い
ま
し
た
。

士
と
も
言
わ
れ
る
大
山
を

見
な
が
ら
米
子
を
経
て
、

我
々
は
、
白
壁
の
土
蔵
と

旅
館
万
翠
楼
を
出
発
し
た

な
倉
吉
市
か
ら
、
伯
者
富

も
見
ら
れ
ま
す
。

五
万
石
の
城
下
町
で
有
名

が
感
じ
ら
れ
、
観
光
客
の

鶴
鐸

識

第２２８号

を
ほ
こ
る
温
泉
の
湯
に
も

逼
詮

顎

鑓

に
あ
る
足
立
美
術
館
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
の
美
術

館
は
鷺
の
湯
温
泉
の
中
に

あ
っ
て
、
昭
和
妬
年
安
来

市
出
身
の
実
業
家
・
足
立

全
康
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
、
近
代
日
本
画
を
中
心

に
多
数
の
作
品
を
収
蔵
公

開
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

特
に
横
山
大
観
の
作
品
は

圧
観
で
、
我
々
に
深
い
感

銘
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

又
、
美
術
館
の
裏
手
に
は

三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も

及
ぶ
日
本
庭
園
が
あ
り
、

茶
室
か
ら
な
が
め
る
庭
園

と
遠
く
に
望
む
山
々
の
調

和
が
素
晴
ら
し
く
、
一
時

美
と
静
寂
の
世
界
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

帰
り
の
時
間
が
あ
り
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
場
所
に

留
ま
る
こ
と
は
出
来
ず
、

一
同
は
車
中
の
人
と
な
り

ま
し
た
が
、
米
子
か
ら
日

野
・
勝
山
を
経
て
休
憩
地

で
あ
る
久
世
に
至
る
車
中

で
は
、
そ
の
余
韻
に
浸
り

い
つ
ま
で
も
話
が
は
ず
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
落

合
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
よ

り
中
国
高
速
道
に
入
っ
て

一
路
家
路
へ
と
向
い
ま
し

た
。
思
え
ば
一
泊
二
日
の

短
い
旅
日
記
で
し
た
が
、

中
身
は
非
常
に
充
実
し
た

も
の
で
し
た
。

津
島
支
部
水
谷

焼肉と酒

一砿

４
月
２
日
の
日
曜
日
は

天
気
は
快
晴
で
風
は
全
く

無
く
、
素
晴
ら
し
い
良
い

日
に
恵
ま
れ
た
。

こ
の
日
に
予
定
し
て
い
た

弾

霧
鍵

鶏

槌

鍵灘

桜
満
開
／絶
好
の
花
見
会
江
南
支
部

鱗
墓
簿

§

瀞
祖

江
南
の
布
袋
神
社
境
内
の

青
木
川
沿
い
に
立
つ
満
開

の
桜
の
木
の
下
で
場
所
を

取
り
、
午
前
ｍ
時
に
は
役

員
と
そ
の
奥
さ
ん
が
集
合



』

愛 板 第２２８号

平
家
落
人
の
里
に

湧
き
出
る
温
泉

③
冠
動
脈
硬
化

⑨
脳
動
脈
硬
化

Ｉ

心
臓
に
栄
養
や
酸
素
を
補

給
す
る
動
脈
を
冠
動
脈
と

脳
の
動
脈
に
お
こ
る
と
、

頭
痛
・
め
ま
い
・
手
足
の

し
び
れ
・
言
葉
の
障
害
．

疲
れ
や
す
い
．
注
意
力
や

記
憶
力
の
低
下
な
ど
の
症

状
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

進
行
す
れ
ば
脳
血
栓
な
ど

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

動
脈
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
、
血
液
が
流
れ
に
く
い

状
態
を
動
脈
硬
化
と
云
う
。

体
の
い
た
る
所
に
酸
素
や

栄
養
を
送
る
役
目
を
も
つ

の
が
動
脈
で
す
。

心
臓
が
ポ
ン
プ
と
し
て
働

い
て
送
り
出
す
血
脈
を
通

す
パ
イ
プ
で
す
か
ら
、
柔

軟
性
や
弾
力
性
が
失
わ
れ

る
と
、
血
脈
が
よ
く
流
れ

な
く
な
っ
て
、
い
る
／
＼

な
障
害
を
お
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

動
脈
は
枝
分
れ
し
て
、
か

ら
だ
の
す
み
ず
み
ま
で
の

び
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

部
位
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
を
お
こ
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
で
お
こ
り
や
す

な
も
の
は
、

い
症
状
と
怖
い
病
気
の
主

○
０
○
○

動
脈
硬
化

(8)平成元年５月１５日

健成
人
病
の
知
識

康

ｉ
Ｉ

云
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
動

脈
硬
化
が
お
こ
る
と
、
心

臓
が
十
分
働
く
こ
と
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
運
動
す
る
と
、

動
倖
や
息
切
れ
が
す
る
よ

う
に
な
り
、
ひ
ど
く
な
れ

ば
狭
心
症
の
発
作
が
お
こ

り
ま
す
。

さ
ら
に
進
行
す
れ
ば
心
筋

硬
塞
に
な
り
ま
す
。

⑥
腎
動
脈
硬
化

血
液
中
の
老
廃
物
を
尿
と

し
て
排
波
す
る
腎
臓
に
は

た
く
さ
ん
の
細
い
血
管
が

集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
お
こ
る
と
血
圧
が

高
く
な
り
、
た
ん
ぱ
く
尿

や
血
尿
が
お
こ
り
ま
す
。

進
行
す
る
と
尿
毒
症
の
よ

う
な
恐
し
い
病
気
に
も
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑨
末
梢
動
脈
硬
化

お
こ
る
場
所
に
よ
っ
て
、

症
状
も
い
る
／
、
で
す
が

総
腸
骨
動
脈
や
大
腿
動
脈

な
ど
に
お
こ
る
と
、
下
肢

へ
の
血
液
の
流
れ
が
十
分

で
な
く
な
り
、
脚
が
冷
え

た
り
、
し
び
れ
が
感
じ
ら

れ
た
り
、
と
き
に
は
歩
行

困
難
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

(一）

篭

川
原
堀
れ
は
楽
し
い

専
用
の
風
呂

ん
び
り
と
手
足
を
伸
ば
し
て
湯
に
ひ
た

る
の
は
こ
こ
ろ
よ
い
か
ぎ
り
。
新
緑
や

紅
葉
の
こ
ろ
は
、
湯
に
ひ
た
っ
た
体
ま

で
木
の
葉
の
色
に
染
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

夕
食
は
こ
の
あ
た
り
の
豊
か
な
自
然

を
反
映
し
た
も
の
ば
か
り
。
イ
ワ
ナ
の

塩
焼
・
フ
キ
ノ
ト
ウ
・
ナ
ズ
ナ
・
タ
ラ

の
芽
・
マ
タ
タ
ビ
な
ど
の
天
ぷ
ら
・
コ

ゴ
ミ
や
ワ
ラ
ビ
の
煮
付
・
ゼ
ン
マ
イ
に

山
ウ
ド
・
そ
れ
に
自
家
製
み
そ
の
ナ
メ

コ
汁
と
も
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

｛

ひ
印
・
心
。
。
ｑ
沙
邸

詮
談
湯
・
誠

．
。
潅
窃
・
鰯
。

迦
屋
敷
温
泉
．
一
・

・
戸
典
わ
・
か
。
函
Ｃ

ｰｰ＝＝＝＝＝＝ｰｰ＝＝ｰ＝＝‐‐ｰ＝＝＝＝＝＝＝＝ｰ＝＝ｰ

見
え
る
。
い
ず
れ
も
し
よ
う
酒
な
建
物

で
感
じ
が
よ
い
。

屋
敷
温
泉
は
、
信
越
の
秘
境
と
し
て

知
ら
れ
る
秋
山
郷
に
あ
る
。
平
家
落
人

の
里
と
い
わ
れ
る
豪
雪
地
帯
で
、
十
二

月
か
ら
五
月
ま
で
の
半
年
間
は
、
三
メ

ー
ト
ル
も
の
雪
に
す
っ
ぽ
り
と
埋
も
れ

る
。
近
年
ま
で
交
通
が
不
便
で
、
登
山
者

が
訪
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
上
越

新
幹
線
の
開
通
後
は
、
越
後
湯
沢
駅
か

ら
バ
ス
便
も
通
じ
た
う
え
、
こ
の
と
こ

ろ
の
秘
湯
ブ
ー
ム
で
観
光
客
も
増
え
て

い
る
。越
後
湯
沢
駅
か
ら
バ
ス
で
津
南
（
大

割
野
と
も
い
う
）
ま
で
五
三
分
。
そ
こ

か
ら
小
赤
沢
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
換
え

屋
敷
温
泉
入
口
ま
で
一
時
間
三
○
分
。

そ
こ
で
下
車
す
れ
ば
徒
歩
五
分
。
津
南

へ
は
長
野
駅
か
ら
飯
山
線
津
南
駅
ま
た

は
森
宮
野
駅
経
由
で
も
入
れ
る
。

苗
場
山
と
烏
甲
山
と
い
う
二
○
○
○

メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
は
さ
ま
れ
た
秋
山

郷
に
は
、
四
か
所
に
温
泉
が
湧
い
て
い

る
。
い
ず
れ
も
中
津
川
の
深
い
谷
に
湧

き
出
し
て
い
る
が
、
上
流
か
ら
た
ど
つ

っ
て
切
明
、
和
山
、
屋
敷
と
点
在
し
、

そ
れ
に
近
年
湧
き
出
し
た
小
赤
沢
温
泉

が
そ
れ
に
加
わ
る
。

屋
敷
温
泉
は
、
小
赤
沢
温
泉
か
ら
中

津
川
の
上
流
へ
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

川
の
は
と
り
に
湧
い
て
い
る
。
バ
ス
を

下
り
、
川
添
い
に
出
て
渓
流
に
か
け
ら

れ
た
吊
り
橋
を
わ
た
る
と
、
目
の
前
に

湯
元
の
旅
館
、
そ
の
左
手
に
民
宿
が
見

こ
の
温
泉
は
苗
場
山
へ
の
登
山
口
に

も
あ
た
り
、
行
程
は
約
四
時
間
。
山
頂

一
帯
に
七
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な

湿
原
が
あ
っ
て
、
無
数
の
池
塘
に
木
道

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
夏
は
チ
ン
グ
ル

マ
・
ワ
タ
ス
ゲ
・
コ
バ
ケ
イ
ソ
ウ
が
群

落
を
つ
く
る
高
山
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
。

屋
敷
温
泉
の
集
落
に
は
秋
山
郷
民
俗

資
料
館
が
あ
る
。
自
給
自
足
の
山
里
生

活
を
し
て
い
た
当
時
を
物
語
る
民
具
類

が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
秘
境
の
厳
し
い

暮
し
の
一
端
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

温
泉
の
上
流
に
あ
る
和
山
温
泉
や
切

明
温
泉
ま
で
足
を
の
ば
す
の
も
お
も
し

ろ
い
。
切
明
温
泉
に
は
、
村
営
の
宿
泊

施
設
が
あ
っ
て
、
大
浴
場
。
婦
人
専
用

風
呂
・
露
天
風
呂
が
あ
る
。
川
原
に
は

ひ
な
び
た
露
天
風
呂
も
あ
る
。
岩
か
げ

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
天
然
自
然
の
湯
舟

も
で
き
て
い
る
が
、
川
原
を
堀
っ
て
専

用
の
湯
舟
を
つ
く
っ
て
も
よ
い
そ
う
だ
。

温
泉
の
湯
は
硫
化
水
素
泉
で
五
三
度
。

湯
量
は
豊
富
で
あ
る
。
リ
ュ
ー
マ
チ
・

皮
膚
病
・
胃
腸
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る

と
い
う
。

満
天
の
星
空
を
仰
い
で
露
天
風
呂

一〆

単

内
湯
も
よ
い
が
、
川
原
の
大
露
天
風

呂
が
す
ば
ら
し
い
。
大
小
と
り
ど
り
の

岩
石
で
縁
ど
ら
れ
た
二
○
畳
ほ
ど
の
広

さ
で
、
風
呂
の
底
に
あ
る
パ
イ
プ
か
ら

湯
を
流
し
入
れ
て
い
る
。
夜
は
満
天
の

星
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
夜
が
明
け
れ
ば

朝
も
や
の
中
で
川
の
瀬
音
を
耳
に
、
の
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⑭
安
全
運
転
の
義
務
の
撤

底
。其
の
他
い
る
／
、
と
安

衛
法
に
於
い
て
詳
細
な
遵

守
事
項
が
あ
り
ま
す
が
、

先
ず
働
く
作
業
員
と
事
業

主
が
一
致
協
力
し
て
職
場

の
安
全
確
保
に
努
め
、
習

慣
化
し
定
着
す
る
様
に
指

導
し
て
充
実
し
た
作
業
環

境
を
形
成
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

尚
、
安
全
上
の
注
意
す

る
時
は
熱
心
さ
の
余
り
、

次
か
ら
次
へ
と
多
く
の
注

意
を
し
て
い
る
の
で
は
却

っ
て
逆
効
果
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
一
つ
の
作

業
で
は
せ
い
ぜ
い
三
つ
ま

で
指
摘
し
、
守
ら
せ
る
様

に
努
力
し
て
下
さ
い
。

労
働
災
害
を
防
止
す
る

為
に
は
事
業
主
自
ら
が
手

本
を
示
し
て
快
適
な
作
業

環
境
を
保
持
し
て
行
く
な

ら
ば
、
事
故
は
防
ぐ
事
が

出
来
る
と
確
信
し
御
健
闘

を
祈
り
ま
す
。

、
Ｋ
Ｎ

桜
の
花
も
散
り
、
学
窓

を
去
っ
た
若
い
救
世
軍
は

そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
巣
立

ち
、
夢
に
み
た
実
社
会
は

甘
い
も
の
で
は
な
い
と
肌

身
に
感
じ
取
っ
た
事
だ
と

思
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
て
入
社
さ

れ
た
若
い
方
々
は
事
業
主

の
指
導
を
良
く
理
解
さ
れ
、

属
す
る
業
界
の
発
展
の
為

に
精
魂
を
燃
焼
さ
せ
て
欲

し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
新
入
者
及
び
配

転
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
方

々
に
は
事
業
者
と
し
て
基

本
的
な
事
か
ら
導
入
教
育

--鼎戸．

＋
一
口
安
全

☆
建
設
現
場
で
働
く
作
業
員
に

最
小
限
度
守
っ
て
欲
し
い
こ
と
☆

PDint①

作菓開始前には

①作粟の内容、手順について作

菓貝に周知させる．

②安全な作桑について具体的に

指示する．

③作粟閏の適正配証をする.<健

康状態や高齢者写を零度して）

式
会
社
社
長

森
口
建
様

池
田
商
店
株
式
会
社
社
長

池
田
惣
一
様

の
皆
様
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
本
年
度
は
新
入

訓
練
生
別
名
の
多
数
に
の

ぼ
り
、
関
係
者
の
皆
様
方

も
大
変
喜
ば
れ
大
い
に
激

励
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
訓
練
協
会
事
務
局
」

三
月
中
旬
四
国
を
発
っ
た
桜
前
線
も
、
細
長

い
日
本
列
島
を
縦
断
し
て
北
海
道
に
到
着
し
た
。

季
節
は
野
も
山
も
新
緑
に
映
ゆ
く
衣
替
え
し

て
、
す
が
す
が
し
い
五
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

と
し
て
安
全
教
育
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
事
は
既

に
御
承
知
の
事
と
思
い
ま

す
。
技
術
指
導
は
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
研
鎮
し
て
頂
く
事

と
し
、
作
業
安
全
は
人
間

生
活
上
必
修
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

次
に
揚
げ
る
項
目
は
安

衛
法
に
基
く
大
切
な
事
で

す
の
で
、
充
分
に
分
る
よ

う
に
撤
底
し
て
指
導
し
て

頂
け
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

①
作
業
の
打
合
せ
等
に
は

話
を
よ
く
聞
こ
う
。

封偏集銭言呈

ヲ

Point②

安全帯の使用は.

①帆綱の取付状態を砿配する．

②作業員が慣に移勤する喝合は

大型フック（怪50）の安全帯

を使用するとよい．

①上下に移動する喝合にはロリ

ップを使用する．

は
し
な
い
。

ａ
電
気
の
配
線
や
器
具
を

扱
う
作
業
員
は
よ
く
乾

い
た
ゴ
ム
長
靴
を
。

④
保
護
具
を
必
要
と
す
る

作
業
に
は
必
ず
保
護
具

を
着
用
し
よ
う
。

⑤
安
全
帽
は
ど
ん
な
作
業

で
も
必
ず
正
し
く
、
あ

ご
ひ
も
を
掛
け
て
着
用

し
よ
う
。

⑥
安
全
帯
を
必
要
と
す
る

作
業
に
は
必
ず
安
全
帯

を
着
用
し
て
使
用
し
よ

↑
フ
Ｏ

⑦
定
め
ら
れ
た
作
業
通
路

昇
降
設
備
を
必
ず
利
用

し
よ
う
。

③
整
理
整
頓
に
努
め
よ
う
。

⑨
運
搬
作
業
に
は
安
全
な

方
法
で
行
う
。

⑩
資
格
を
必
要
と
す
る
作

業
を
無
資
格
で
は
絶
対

に
行
わ
な
い
。

⑪
機
械
工
具
等
は
作
業
に

掛
る
前
に
必
ず
点
検
し

よ
う
。

⑫
く
わ
え
煙
草
で
の
作
業

は
止
め
よ
う
。

⑬
安
全
装
備
又
は
装
置
等

を
取
り
は
ず
し
、
又
は

そ
の
機
能
を
失
わ
せ
な

い
０

●

愛
知
県
板
金
高
等
職
業

訓
練
校
（
長
谷
川
信
俊
校

長
）
で
は
、
平
成
元
年
４

月
狸
日
圏
午
后
３
時
よ
り

西
区
浅
間
町
愛
知
県
職
業

訓
練
会
館
に
於
て
第
記
期

生
修
了
式
並
び
に
新
入
校

訓
練
生
の
入
校
式
を
挙
行

し
た
。
来
賓
に
は
愛
知
県

労
働
部
職
業
能
力
開
発
課

主
査
江
口
克
海
様

名
古
屋
市
経
済
局
商
工
部

商
業
課
・
菱
田
邦
彦
様

愛
知
県
職
業
能
力
開
発
協

会
土
屋
勝
弘
様

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
理

事
長
平
野
弘
様

名
古
屋
板
金
連
合
会
会
長

村
上
章
様

問
屋
会
よ
り
森
口
建
商
株

そ
し
て
明
後
日
の
豹
日
か
ら
は
、
春
の
大
型
連
休
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
始
ま
る
。

今
年
は
大
手
企
業
の
一
部
で
９
連
休
に
な
る
と
か
で
、

７
連
休
位
は
一
般
的
に
な
っ
て
来
た
よ
う
だ
。

経
済
大
国
の
日
本
も
、
や
っ
と
欧
米
並
み
の
バ
カ
ン
ス

を
取
る
傾
向
に
変
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
我
が
板
金
業

界
は
ど
の
程
度
の
連
休
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

先
の
活
路
開
択
ビ
ジ
ョ
ン
調
査
結
果
で
は
、
定
休
日
を

も
た
ず
「
雨
降
り
休
み
」
と
回
答
し
た
事
業
所
が
か
な

り
の
数
字
を
示
し
た
。
屋
外
の
仕
事
が
多
い
業
界
だ
け

に
、
天
気
の
う
ち
は
作
業
を
す
る
事
も
わ
か
ら
な
い
で

は
な
い
が
、
週
休
二
日
制
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

せ
め
て
日
曜
日
と
祝
祭
日
の
一
部
だ
け
は
休
日
に
す
る

方
向
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
今
後
ま
す
／
、
人
手
不
足

が
進
む
中
で
、
若
者
が
す
す
ん
で
板
金
業
界
を
望
み
又

老
後
の
生
活
保
証
が
さ
れ
る
よ
う
な
就
業
時
間
・
休
日

賃
金
な
ど
、
人
気
企
業
の
労
働
条
件
を
参
考
に
し
な
が

ら
板
金
業
界
向
に
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

愛
知
県
板
で
は
、
板
金
業
に
た
ず
さ
わ
る
全
員
が
年

間
労
働
日
数
一
一
五
○
日
、

年
間
所
得
一
千
万
円
以
上
を
四
月
二
十
七
日
附
晴

目
標
に
、
資
質
向
上
と
体
二
一
一
八
号
編
集
会
議
委

質
改
善
に
組
合
員
各
位
の
貝
九
名
出
席

努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
午
後
五
時
終
了
⑧

Point③
瓦捌槻は

①取扱貫任者以外の者に使用さ
せない唇

②作梨開始前に必ず点検を行う．

①ＷＩ敏荷重を表示するとともに

遵守する．

②
定
め
ら
れ
た
安
全
大
会

や
特
別
な
安
全
日
等
の

集
会
に
は
、
必
ず
参
加

し
、
仕
事
上
の
注
意
や

指
示
な
ど
聞
こ
う
。
聞

い
た
事
は
必
ず
実
行
し

よ
う
。

③
服
装
に
つ
い
て
は
次
の

事
を
守
ろ
う
。

ａ
上
衣
や
袖
口
を
き
ち
ん

と
す
る
。

ｈ
夏
に
は
汗
ば
み
感
電
し

や
す
い
の
で
裸
で
は
作

業
は
し
な
い
。

Ｑ
現
場
で
は
草
履
ば
き
、

サ
ン
ダ
ル
は
止
め
よ
う
。

ｄ
腰
て
ぬ
ぐ
い
、
首
巻
き

協
だ；

蝋


